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環境白書の内容を広く多くの皆さ

んに知っていただくために「環境

白書を読む会」 を開催します。

本年度の環境白書のテーマやねら

いを直接、環境省の担当者の方々

に説明いただくほか、 参加者の皆

さんが疑問や関心を持ったことを

会場で話し合う機会を設けます。

ぜひご参加ください！

お問い合わせ・お申し込み

環境省北海道環境パートナーシップオフィス （担当：溝渕）

　TEL 011-596-0921　FAX 011-596-0931

　E-mail　epoh-webadmin@epohok.jp

※参加者のお名前とご所属、ご連絡先をお知らせください

※ホームページからもお申し込み可能です

　HP　http://epohok.jp/

［主　催］環境省北海道環境パートナーシップオフィス（EPO北海道）

　　　　 NPO法人北海道環境カウンセラー協会

［協　力］環境省北海道地方環境事務所、札幌市環境プラザ（指定管理者：公益財団

　　　　 法人さっぽろ青少年女性活動協会）、NPO法人北海道グリーンファンド

［後　援］北海道（予定）

日 時
平成28年 8月26日（金）

13:30～16:00

50 名 （無料・先着順）定 員

場 所

札幌エルプラザ公共４施設２階

 環境研修室１・２
（札幌市北区北8条西3丁目）

９月 30 日（金）に札

幌市内で「パリ協定

と日本の気候政策」

に関する学習会を開

催します。環境省地

球環境局及びカル

ビー株式会社カルネ

コ事業部よりお話し

いただきます。 ぜひ

ご予定ください！

お知らせ！



環境省 「環境白書」 はどんなもの？

　「環境白書」は、 環境省が編集・作成している環境白書・循環型社会白書・

　生物多様性白書を１冊にまとめた、環境の状況や施策などに関する年次報告書です。

　平成28年版 環境白書は 「地球温暖化対策の新たなステージ」 がテーマです。 

　約 400ページにわたる白書は以下のように構成されています。

　　※ 環境白書は環境省ウエブサイトから閲覧できます > http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/

［ 平成２８年版 環境白書の構成 ］

制作：環境省北海道環境パートナーシップオフィス
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平成 27 年度　環境の状況／循環型社会の形成の状況／生物の多様性の状況

　第１部　総合的な施策等に関する報告

　　パート１　地球温暖化対策の新たなステージ

　第２部　各分野の施策等に関する報告

平成 28 年度　環境の保全に関する施策

　　　　　　　循環型社会の形成に関する施策

　　　　　　　生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策 

　　パート３　主な課題に関する取組の進展

　　パート２　被災地の復興と環境回復の取組

各パートの内容は？

平成 27 年度の「各分野の施策等に関する報告」（第２部）及び平成 28 年

度の施策については 「低炭素社会の構築」「生物多様性の保全及び持続

可能な利用」「循環型社会の形成」などの分野に分けて説明しています。

平成 27 年には COP21（気候変動枠組条約第 21 回締約国会議）が開催

され、京都議定書以来 18 年ぶりの新たな法的拘束力のある国際的な合

意文書としてパリ協定が採択されました。 パート１では、地球温暖化対

策に関する国際的な動向とそれに呼応した国内対策を説明しています。

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災。 パート２では、震災以

降の環境変化や復興への取り組み、放射性物質による環境汚染と回復措

置の進捗状況のほか、災害廃棄物対策や自然生態系を活用した防災・減

災など、環境リスクへの備えについて説明しています。

平成 27 年に国連総会では、持続可能な開発目標（SDGs）を中核とした

持続可能な開発のための２０３０アジェンダが採択されました。 パート

３では国際的な枠組みを踏まえ、国内での生物多様性の現状や維持回復

の取り組み、循環型社会実現に向けた課題や施策などを説明しています。


